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5）Hasegawa，M．and Yano，T．（1984）〃。c．力価mル〃，60B，389二392．
           ノンパラメトリックなハザード関数の推定
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           Hamming距離によるランダムバッキング
                               伊  藤  栄  明
 符号化理論におけるGo1ay codeより24次元空間における球の密な規則的充填がみちびかれること
は知られている．ここではHamming距離にもとづくランダムパッキングを考える．各座標がOと1か
らたる次元aの点を考える．そのうちのひとつを先ずランダムにえらぶ．それを∫1とする．7（≧1）個
の点がすでにえらばれたとすると∫、十、はム，∫。，…，∫、のいずれからも々以上はなれている点のたかか
ら等確率でえらばれるものとし，これを可能なかぎりつづける．このようにして得られる点の個数
X（a，后）についての計算機実験を行った．后＝2，3について，充填率X（a，々）／2dの平均値の従う実験
